
【日　時】 令和8年

【場　所】

【団体名】

【参加数】 20名（大人9名、子供11名）

【説明者】 前田、上福

●集会では、以下のような内容を説明しました。

１．ごみ減量・資源化について　　２．なかつキエーロほか補助制度

３．ごみの分別について

●集会では、特に下記について説明を行いました。

　・中津市のごみ事情と減量・資源化の必要性

　・なかつキエーロのメリットのほか電気式生ごみ処理機、コンポスト化容器の補助制度

　・雑がみ、資源プラを分別する際の留意点

【質問事項】

　Q1．使用後の食器洗剤用のスポンジは資源プラとして出して良いのか？

　A1．洗ってきれいにすれば資源プラとして出して構いません。

　Q2．小学生の子供が使った計算ドリルやノートは古紙として出して良いのか？

　A2．古紙として出して構いません。金属類やプラスチックの留め具が付いている場合は、

　　　  出来るだけ取り外して分別して出してください。

　Q3．発泡スチロールとお菓子の袋は一緒に資源プラとして出して良いのか？

　A3．どちらも汚れていなければ一緒に資源プラとして出して構いません。

ごみ・リサイクルミニ集会　実施報告書

一ツ松子供会様向け　ごみ・リサイクルミニ集会の実施

4月18日(土)

一ツ松子供会

小楠コミュニティーセンター

19：00～19：30


